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中世びとの月蝕観
─ 『玉葉』と『吾妻鏡』の記事から見て ─
On the Views on Lunar Eclipse in Medieval Japan









































































































































































































































































































































4 4 4 4
、不被停止駒牽事
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。不意亦御逗留
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。御祈助僧正厳海・宿曜道
助法印珍誉也。蝕現否有相論
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重畳御祈









































































































































































































































4 4 4 4 4 4
。
御祈加賀法印定清。
　渡邊472の部分蝕。蝕分0.54と計算される
ので、【59】のコメントにもかかわらず、ここ
は15分の８（0.53）で適切。翌朝３時前後に
蝕甚となるから、丑刻も妥当である。
₄．むすび
　以上を通検すると、おおよそ次のような所
見が得られる。すなわち、
　◦『玉葉』では47月蝕のうち19件、『吾妻鏡』
では102月蝕のうち37件が記載されるの
みで、日蝕と比較して明らかに注目の度
合いが低い。
　◦その注目の度合いを比率的に見ると、両
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臣兼実は、無論繁忙であったに相違ないが、むし
ろ直接に蝕を観望することは危険ないし不吉とす
る意識が働いたのではあるまいか。深読みの気も
するけれども、筆者はそのように見たい。
７ 石清水臨時祭は承平・天慶の乱の平定に始まり、
天禄２年（971）から恒例となった。臨時とはい
いながら、毎年３月の中の午、もしくは下の午に
行なう年中行事である。当年のそれは13日が当日
で、定例どおり翌14日の還立（カエリダチ）で終
わった。
８ ８月27日のものは、金星がおとめ座ベータ星を
犯したもので、適切。９月８日のものは、月がや
ぎ座ベータ星を隠したもの（月による星蝕）で、
これも適切。同19日のものは月による星犯で、東
井第七道路星は未詳ながら、ふたご座26番星に対
して犯となる。このあとも、10月から11月にかけ
て熒惑（火星）による惑星の変が続く。
９ 祈年穀奉幣は、伊勢をはじめとする諸社にその
年の穀物豊饒を祈る幣を奉るものだが、通例では
２月と７月に行なう。当年は７月８日に天皇生母
たる建春門院が崩御し、その中陰明けが８月27日
であった。そのため延引した。７月17日には先代
の六条天皇（新院）が13歳の若さで崩御している
が、こちらは気の毒なくらい影が薄い。
10 『山槐記』は中山忠親の日記。増補史料大成27
の202頁。
11 これを「暦家の過誤」と評するのは酷かもしれ
ない。むしろ、宣明暦法の限界というべきであろ
う。
12 『吾妻鏡』の本文は新訂増補国史大系本（普及版。
東京、吉川弘文館、1978～79年）を用いる。記号
類の意味は『玉葉』の場合と同様なので、注２を
参照されたい。
13 念のために記す。実朝は当時13歳。祖父であり
執権である時政の保護の下に将軍に擁立された。
義時は次代を担うべき北条の御曹司で、二階堂行
光は政子の側近として実朝を支えている。喜撰法
師の詠歌云々は、例の「わがいほは　みやこのた
つみ…」という、あまりにも有名な一首である。
それを引いて白河院の還御を留めた行家の故事を
出したとて、「殊に御感」というほどの機智でもな
意を捧げよう。と同時に、おそらくは余事に
煩わされることなく専門領域の研究に没頭で
きた彼らに対し、羨望を禁じえない。その想
いを振り払いつつ、筆ならぬPCを収める。
注
１ 月明かりの恩恵は、夜歩きをしてみればすぐに
実感され、満月に近いときは地面に自身の影を明
瞭に見ることができる。また、なぜ月蝕予報の的
中率が高いかというと、満月となる時点―天文・
暦学的に見れば瞬間であることに注意―で月が出
ていれば、地域を問わず見られるからである。そ
れに対し、日蝕は観望できる地域が狭い帯状に限
定されるため、観測地点の経緯度を考慮しない当
時の暦法では、予報計算を厳密に的中させること
はできない。
２ 『玉葉』の本文は宮内庁書陵部編『図書寮叢刊
九条家本玉葉』（東京、明治書院、1994年～）を
用いる。現在までに12巻、建久２年（1191）春ま
でが刊行されているが、未刊部分については、国
書刊行会本（東京、同会、1906～07年）を用いる。
各条、日付のあとの括弧内に、相当西暦年、刊本
の巻次、頁数を示す。また、本文中の括弧（）内
は原本で小字注となっている字句、角括弧〔〕内
は人名など引用者において加えた字句である。
３ 「渡邊nnn」は、文献１に収める「月食記録対
照表」の通し番号である。
４ 月蝕について語るとき、日の境界の問題が厄介
である。現代は無論、深夜零時に日付が変わるけ
れども、当時は丑寅の間（３時）を境界としたと
考えられる。具注暦では、たとえば15日の子正刻
（零時）を過ぎて起こる月蝕を、14日に注記する。
本稿では現代人の読者に誤解されぬよう、零時を
過ぎたら翌日・翌朝と記す。この点、賛否はあろ
うが、留意されたい。
５ 日蝕が皇帝・天皇に影響するのに対し、月蝕は
皇后もしくは臣下の者に関わる。
６ なぜ自身で見なかったのか？という疑問も残る。
当時の公卿の序列で上から３番目に位置する右大
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を不安に陥れるための流言ではなく、実見された
ことは確かであろう。
26 増補史料大成32の313頁。その前、10日条から
月蝕読経が行なわれたことを知る。
27 文献２の50頁。および、天文シミュレータによ
る検証。犯とは角距離42分（一部の天体では１度）
以内への接近をいう。
28 『百練抄』は鎌倉後期成立の編年体史書。新訂
増補国史大系本248頁。
参考文献（順不同）
文献１：渡邊敏夫『日本・朝鮮・中国　日食月食宝
典』（東京、雄山閣出版、1979年）
文献２：斉藤国治『国史・国文に現れる星の記録の
検証』（東京、雄山閣出版、1986年）
文献３：湯浅吉美『暦と天文の古代中世史』（東京、
吉川弘文館、2009年）
かろう。
14 『明月記』は歌人として著名な藤原定家の日記。
国書刊行会本②471頁。
15 『明月記』②523頁。『民経記』は勘解由小路（広
橋）経光の日記。大日本古記録本①18頁にあるが、
「酉刻地震也」とする。いま神田茂『日本天文史料』
（私家版、1935年）202頁に拠る。
16 『明月記』③99頁。
17 『明月記』③139頁（15日）および142頁（19日）。
ただし「月帯蝕出云々」と記すのは当たらない。
18 『民経記』③5頁および③76頁。
19 『明月記』③498頁。夜半過ぎから早旦に起こる
月蝕は（日付の上で）前日条に記載されるもので、
これは珍しい箇条である。
20 文献２の50頁。および、天文シミュレータ（ア
ストロアーツ『ステラナビゲータ』Ver 6.1e）に
よる検証。
21 これらの記事は『吾妻鏡』各日条に記載されて
いる。なお、当年の９月29日はユリウス暦10月19
日に当たるから、オリオン座流星群が想起される
が、単発的な流星であったかもしれない。ちなみ
に、オリオン座流星群の母天体は、かのハレー彗
星である。
22 『平戸記』は平経高の日記。増補史料大成32の
49頁。月蝕要素が掲出されており、記主の当年星
が月曜ゆえ殊に重き慎みだが、吉凶こもごもであ
るとも言っている。【16】と併せて、月蝕が必ず
しも畏怖の対象のみではなかったことを物語る好
史料である。
23 虧初などの時刻は、（十二支の）何・何刻・何分、
と表現される。たとえば、子３刻15分の如く。し
たがって、この条の表記は不精確。『吾妻鏡』の
編者はその辺りの知識を十分に持っていなかった
のであろうか。
24 『妙槐記』は花山院師継の日記。増補史料大成
33の166頁。
25 白虹貫日は『史記』以来、国に兵乱の起こる凶
兆とされ、たびたび史料に見えるが、周知の如く
虹は太陽の反対側に出るもので、日を貫きはしな
い。これは気象学でいうところの「幻日環」であ
る。このときは頼経自身も見たというから、将軍
